
R5.5.28

令和 2年度事業報告書

令不日2年 4月 1日 から令和 3年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 雪浦あんばんね

1 事業の成果
当法人の主力事業である宿泊事業のグストハクス事業は、新型コロナ感染症が広がりの影響が大きく、、
4月 5月 の予約がすべてキャンセルとこなり、地域の安全のことも考慮して、5月 まで体業することにし
た。事業的には、雇用調整助成金、持続化給付金、家賃支援給付金、体業協力金等を申請して凌いだ。長

崎県の癒し旅補助事業の効果もあり、6月 に 50名、7月 には、104名 の宿泊客があったが、第 2波の影響
で 8月 は 42人。9月 後半からやっと持ち直して89名。10月 73名。 141月 123名 と推移して、12月 後半
から第 3波の影響が出始めて 76名。1月 3名、2月 42名。3月 68名 となった。年度合計 671人 となっ
た。前年度比 44%減。
コロナ後を見据えた取組として、長崎県観光振興課の観光地受入態勢ステップアップ事業を申請し受
託した。雪浦ニューツージズム協議会 (民泊、体験、お生産産品の事業者)と して動き出している。その

事務局を当法人が担う形である。雪浦ウィークの拡大版を目指して、雪浦マンス&ィャー事業として、、
散策マップ、雪浦情報誌、ホームページ更新、看板作成、音浴博物館の真空管アンプ作り体験等、雪浦
に年間を通して訪れてもらう仕組み作りに取り組んだ。
コロナ禍の中、イベントの実施が困難な状況が続いたが、コロナ禍の中でも取組めるイベントとして、
星空コンサー トを雪浦のうしろの浜 (砂浜)の屋外で実施した。8月 、9月 10月 と3回実施した。西海
市の子どもゆめ基金を活用させてもらった。総数、255名 (内子ども52名 )の参加があった。コロナ
禍の中、家に閉じ籠り気味になっていたので、外の潮風を受けながら、開放的な気分にもなり好評を得
た。

また、長崎県観光振興課の宿泊施設受入環境整備事業のグレー ドアップ事業 (補助率 3/4)を 申請した
ところ、応募多数のところを受託することができた。.事業内容は、バリアフジー化のためのスロープと、
ウンドデンキ製作設置事業。2月 末に、完成したものの、お披露ロイベントを開催できないままである。
グレー ドアップ事業の補助率 4分の 3であるために、自己負担分の 4分の1と 消費税分が トータルの
負担分となるので、日本政策金融公庫、十人親和銀行に再度融資をお願いした。あくまでも運転資金と
しての融資として、日本政策金融公庫は借換えして総額 350万、2年据置。8年償還。十人親和銀行も 140
万 2年据置、8年償還となっている。

新たな事業として、」IcAの青年海外協力隊の隊員たちがコロナ禍のため、全世界の隊員たちが帰国し
たことに対して、待機隊員たちの地域づくり研修を実施することになった。7月 に 8人の待機隊員たち
を 5日 間、森田屋で宿泊研修を実施した。初めての研修ではあったが、受講した隊員たちの評価は高か
つた。12月 にも」ICA九州センターの職員たち8名対して、雪浦の地域づくりについて研修を実施した。
前年 9月 に実施した国際大学の留学生たちの地域研修受入がコロナ禍で難しくなり、■月に短期で宿
泊は民泊を主体として実施した。留学生 8人、日本人学生 5人を受入れた。
12月 には、ムラたび九州からの農山漁村振興交付金の委託事業で、ワーケーション事業を実施した。
西海クリエティブカンパニーとの連携で 4人のプログラマーと学生たちを 2泊 3日 で受け入れた。



2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 4,681,780円
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12月 22

日
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事業内容

ホ● ムペー ジを活用 し

て、情報発信を行つた。更新

回数も多く、アクセス数も

多く、十分な事業が実施で

きた。情報紙は、A4サイズ

で作ってみた。散策マップ

(日本語版・英語版)を作製

した。

新たに、小lPOの リーフレン

ト作 りに取 り組み完成 し

た。

コロナ禍で実施できなかっ

た。

ホームページなどを活用し

て、地域への移住・定住、就

農情報を提供してきた。ま

た直接、『ゆきや』『森田屋』

に来店された場合にも、個

別に相談に応じた。

・コロナ後を見据えて、長崎

県観光振興課受入態勢ステ

ンプア ンプ事業 を実施 し

た。
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西海市への

移住・定住及

び就農を希

望する者に

対する情報

発信及び支

援事業

④

都市 と地方

の交流人 口

の増加 を図

る事業
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に 雪 浦

地区

森田屋

ゆきや

雪 浦 地

区

8月 28

日、9月

12日 、10

月 24日
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9月 ～

通年

・マルシェ deあ んばんね

は、開催できなかった。

・星空コンサー トを8月 、9

月、 10月 実施。

。11月長崎国際大学留学生

フィ‐ル ドワーク in雪浦

15名、2泊 3日 で実施

コロナ禍で当初運営できな

かつたが、土日祭日に、パン

屋ようこが入つて、カフェ

の運営を行つた。

コロナ禍で実施できなかっ

た。

予算が取れずに実施できな

かった。

実施なし

⑤

国際協力 に

関す る研修

員受入事業、

人材交流、ネ

ッ トワー ク

促進事業

⑥

ギャラジー、

カフェの運

営事業

⑦

地域 資源 を

生か した コ

ミュニテ ィ

ビジネス事

業

③

健康教室開

催事業

⑨

耕作放棄地

解消事業
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の 瀬 地

区

ビネ ガ

ー ホ ー
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月
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実施なし

耕作放棄地解消事業で開墾

した回場を有機農園として

再生した。

コロナ禍で実施できなかっ

た。

・焙煎玄米粉、黒炒 り玄米粉

の開発、販売。

・ プロモン産カカオ豆を使

って、無添加のチョコレー

ト開発。

・地域の発達障害の子を受

入れて、就労を支援する活

動をした。

⑩

里山保全事

業

①

農業の再生

事業

⑫

農業体験・

研修事業

⑬

地域物産の

開発 と生産

販売事業

⑭

障害者の就

労を支援す

る活動
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5,252,074不特定多数5人雪 浦 ゲ

ス トハ

ウス森

田屋

通年宿泊受入実績

延べ 671泊数 (内インバウ

ンド48泊数)

インバウンドは国内在住の

留学生や、海外技術研修員

などの外国人。

②

ゲス トハ

:ン ス運営

事業



活 動 計 算 書
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活 騎 計 算 書
碑0携人 雪浦あんばんね

計
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質 借 対 照 表
NPO法人 雪浦あんばんね [零と込I(単位 :円 )

I流動資産 I
(現金・預金 )
現   金
普通 預金
現金・預金 計

(売上債権)
売 掛 金
未 収 金
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収益事業に係る賞借対照表
NPO法人 雪浦あんぼんね E税込](単位 :円 )

【流動資漣 I
(現金・顔金)
現   在
普通 預麓
現金・預金 許
(売上横権)
売 掛 金
未 収 金
売上債権 計
(そ霊)f也流動資鹿〉
他会計貸付
その他流動資産 計
漁動資産合計

ζ薗定資厳 H
(有形固定資産)
建物附属設備
構 築 物
有形固定資産 計
固定資産合計
費藤合計

【流動負償 I
未 払 金
未払法人税等
前 受 後
1年以内返済長期借入金
他会計借入
預 り 金
流動負債合計
I固定負使】
長嘉朔薄入金

固定負笹合計
負償合計

《負償の部》

《正味財産の部》

16,454

432.891

449,345

5,600
444.500

450,100

6.530.662

6.530.662

447=389
4.862.797

5=3101186

20,000
356,600
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974,335
20.291

5。 608.000
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1,650,336

S.60B_000
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6ヽ 079.886

31日

12=740,298

7,258,336

5.481.957

12.740.29a

前期繰繊正味財産
当期正味財産増減額
正味財産合計
久使及び正味財産合計



財務諸歳の注記
NPO澁 入 雪溝 あスンぼ 沈′ね

【重要な会計方針】
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日
会計基幣協議会)によつています。

苓飛lAtt Rtt R4日 却菰ヒ
‐

2017年 12月 12日 最終改正 NPO法 人

(1).棚卸欝産
槻鰤評価

の評価基準及ぴ評価方法
の必要性が生じたら一般的評価基準によるは

(2).固定資産の減価償却の方法
有形固定資産 ;200%定率法
無形固定資産 :な し

(8).引 当金の計上盛辞
なし

iξ;i筆講写禁昨夢鰹整盟猿轟猛墓農受
けた場合の会計燿理

原貝llと して無使提供
(6).消費18と等の会計処理
消費,9と等の会計処理l歳、税込方式によつています。

I会計方針の変更】
なし

〔事業費の内訳】
事業費の区分,ま以下の通りて・す。
部門件数が1ページ内の最大を超えました。明細,ま刷紙健鶴力します。

【施設の据供等の物的サービスの受入の内識】
森口屋の母体及ぴ敷地の提供 月25,000円
営T家のテ店鯖股てJ〔敷地の提供 月20,000円
雪澤家の踊上車場の提供  年二2,0(Ю円
上ノ瀬耕作放棄地鋒償イ昔用

【固定資産の増滅内訳]

〔借入金の増減内訳】

[観る](唯繊 IP耳 )

算定方謗
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鶴
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合計



財 産 目 録
NPO法人 雪浦あんぼんね [税込】(単位 :円〉

【流動資産】
(現金・顔金)
現   金
普通 預金
JA長崎せいひ
郵貯銀行
親和銀行A
親和ず晨御
振祥貯金
親和銀行C

親下贄銀行D

現金・預金 計
(売上債権)
売 掛 金
リクルートベイメント
未 収 金
長崎県振興観光課
売上償権 計
流駒資産合計

【固定贅産】
(有ヤノ固定資産〉
建物附属設備
構築物
車両運搬具
機械及ぴ装置
有形固定資産 計
固定資産合計
資産合計
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３９８

５５９

０７０
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２

25,滲 29

4,田0,085

(346,453)

(133,568)

(14,146)

4,61S,314

5,600

(5,600)

444,500

(444.500)

450,100

447,389

4,862,797

550,800
438_000

6.29S.986

5,065,414

6.298.986

1,259,628

6_60B_000

31

11,364,400

718671628

《負償の部》

前 受 金

【流動負債】
未 払 金
渡辺督郎
未払法人税等

560,000

(560,000)
356,600

8,110

(2,610)

(500)

276,000

63,918

(20,291)

(48,627)

6,608,000

(1,000,000)

(984,000)

(1,400,000)

(3,500,000)

(△ 276,000)

藤崎
みこ屋
1年以内返済長期借入金

預 り 金

源泉税預かり金

農業預り

流動負債合計
【固定負債】
長期待入金
川添威行

十人親和銀行大瀬戸支店
十人親和銀行
日本政策金融公庫
二年以内返済
固定負債合計

負債合言|
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